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1  は じ め に

稚蚕人工飼料育蚕は桑葉育蚕に比べ,桑葉育への切り換

え時点 (3お よび 4齢起蚕 )での細胞質多角体病クイルスヘ

の抵抗力が劣ることは,東北蚕糸研究報告第 2号 (1977)

で,また,稚蚕人工飼料育蚕の 3齢起蚕から4齢起蚕に至

るまでの各発育時期における細胞質多角体病ウイルス抵抗

力の変動については,東北蚕糸研究報告第 3号 (1978)で

それそれ報告している。これらはいずれも人工飼料の種類

はシルクメイト2Gの を使用した試験報告である。

今回は昭和54年度より宮城県内においても気仙沼市・本

吉部志津川町および亘理郡山元町内の 3稚蚕共同飼育所に

おいて,稚蚕人工飼料飼育実用化バイロツト事業が推進さ

れていることから,当稚蚕共同飼育所が採択している人エ

飼料 (モ ーラス )および蚕品種 (春 長安X太平)を用い,
3齢起蚕・ 4齢期中の各発育時期および 5齢起蚕での細胞

質多角体病ウイルス抵抗力の変動を明らかにする目的で本

ウイルス接種時llJ

試験を行った。

2 材料および方法

蚕期および蚕品種 :春蚕期 長安X太平,供試ウイルス :

細胞質多角体病ウイルス(TCP),飼料 :稚蚕期 (1～ 2齢 )

は人工飼料 (■ ―ラス )お よび桑葉 (市平 ), 3齢以後は

桑葉 (改良鼠返)と した。実験方法 :各濃度のTCP浮遊液

(107～ 102/mι )を桑葉の表裏に塗布 陰ヽ乾して,人工飼

料育蚕および桑棄育蚕の3齢起蚕, 4齢起蚕, 4齢餡食24

・ 48・ 72時間後および 5齢起蚕に添食し,26℃ の条件下で

24時間シャーレ内で飽食させた。その後残桑を除いて普通

桑を給与し箱育を行つた。調査方法 :各ウイルス接種区と

も接種 7日 後に一斉に蚕児を解剖鏡検し,中腸皮膜内に多

角体 (こ の場合はTCP)が形成されているか否かで感染の

有無を調査した。これらの結果からBEHRENS K■RBDR

の方法によるLOg eD50値を算出した。

蚕の銅育型式およびウイルス接種時期は下図の通りである。
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図 1 蚕の飼育型式およびウイルス接種時期
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3 結果および考察

表 1よ り,稚蚕人工飼料育蚕は桑葉育蚕と比較して, 3

齢起蚕では本病抵抗力は劣るが, 4齢起蚕・ 4齢會向食 24

48・ 72時間後および5齢起蚕では両者ともには同様な数値と

本試験の範囲では,例えば 4齢鮨食24時間後でウイルス

を接種した区が最高の数値であり, これは 4齢飴食24時間

後から4齢餡食48時間までというようにウイルス添食がな

されているので,厳密な各発育時期における抵抗力の変化

については更に多くの試験区を要するが, 4齢期同一齢内

では稚蚕人工飼料育蚕および桑葉育蚕とも4齢起蚕での抵

抗力は比較的強く,食桑 とともに発育が進み徐々に抵抗力

は増大し,盛食期前半で最高の抵抗力を保持するが,盛食

最盛期ではすでに抵抗力は減退し始め催眠期まで下降の一

路をたどり,起蚕より更に劣る傾向が伺がわれる。

これらの結果から, 3齢起蚕でlI稚蚕人工飼料育蚕は桑

葉育蚕より本病抵抗力が劣り, 4齢期同一齢内では両者と

もほぼ同様な本病抵抗力の変動を示すが,本病抵抗力は起

蚕から盛食期までよりも,盛食期から催眠期までのほうが

劣ることを考慮し,飼育に当たっては十分なる注意が必要

である。

4 摘     要

蚕品種として長安 X太平を用い,人工飼料としてモーラ

スを使用して飼育された稚蚕人工飼料育蚕の 3齢起蚕・ 4

齢期の各発育時期および 5齢期蚕での細胞質多角体病ウイ

ルス抵抗力を桑葉育蚕と比較した結果,次の知見をえた。

なり,稚蚕人工飼料育蚕が劣るという傾向は認められなか

つた。また, 4齢 期同一齢内での抵抗力は起蚕で比較的強

く,飾食24時間後で最高となり,餡食48時間後では起蚕よ

り劣り,飾食72時間後では更に劣つた。

表 1 稚蚕人工飼料育蚕の発育時期における細胞質多角体病ウイルス抵抗力の変動

1 3齢起蚕では稚蚕人工飼料育蚕の抵抗力は桑葉育蚕よ

り劣つた。

2 4齢期同一齢内での抵抗力は稚蚕人工飼料育蚕および

桑葉育蚕ともはぼ同様な変動を示した。つまり起蚕で比較

的強く,館食24時間後で最大となり,飴食48時間後で起蚕

より劣り,帥食72時間後では更に劣った。

3 5齢起蚕では稚蚕人工飼料育蚕および桑葉育蚕とも同

程度の抵抗力が認められた。
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1～ 2齢飼育方法
発 育 時 期 別  Log ED50 値 (1区 20頭 )

3齢 起 蚕 4齢 起 蚕 4齢飾食24時間後
4齢飾食
48時間後

4齢飾食
72時間後

5齢 起 蚕

人 工 飼 料 育 4 75 ≧615 ≧690 ≧540 4 45 ≧ 630

桑 葉 育 ≧ 605 ≧650 ≧ 670 ≧ 540 ≧420 ≧ 635


